
い
よ
い
よ
１
年
の
締
め
く
く
り
の

時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
３
月
２
４
日

に
は
、４
８
名
の
６
年
生
に
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
す
。

最
高
学
年
の
６
年
生
は
、こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、学
校
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、「
学

校
の
顔
」
と
し
て
期
待
に
十
分
に
応

え
る
活

躍
を
し

て
く
れ

ま

し

た
。

こ
の
活
躍
は
４

月
か
ら
最
高
学
年

と
な
る
現
５
年
生

や
下
級
生
に
、
６
年

生
は
こ
う
あ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
姿
を
示
し
、
大
き
な

影
響
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。
大
変

有
り
難

い
こ
と
で

す
。ま

た
、

今
年
度

入
学
し

た
１
年

生
も
学
校
生
活
に
慣
れ
、
あ
ど
け
さ

の
中
に
も
自
信
溢
れ
る
言
動
が
数
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
年
生
か
ら
５
年
生
も
学
年
の
発
達

に
ふ
さ
わ
し
い
成
長
ぶ
り
で
し
た
。

そ
の
場
そ
の
場
で
は
、
喜
び
や
悔

し
さ
な
ど
心
動
か
す
出
来
事
の
連
続

で
す
が
、い
つ
し
か
日
常
の
中
で
忘
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
３
月
は
、卒
業
や
進
級
を
前
に
「
や

れ
た
こ
と
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
）
」

「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」
や
逆

に
「
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
）
で
き
な
か

っ
た
こ
と
」
「
こ
れ
か
ら
改
め
直
す
こ

と
」
を
振
り
返
り
、
努
力
や
修
正
、
そ

し
て
成
長
を
確
認
し
た
い
も
の
で

す
。次

の
表
は
、
定
期
的
に
子
供
た
ち

に
実
施
し
て
い
る
「
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
」
か
ら
の
本
年
度
１
月
の
（
全
校
）

結
果
の
一
部
で
す
。こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
３
３
項
目
あ
り
ま
す
が
、そ
の
７
割

以
上
が
昨
年
度
の
結
果
よ
り
向
上
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
３
年
間
取
り
組

ん
で
き
た
校
内
研
究
の
成
果
で
も
あ

り
ま
す
。
「
自
己
指
導
能
力
の
育
成
」

「
自
己
肯
定
感
の
向
上
」
「
認
め
る
指

導
」
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
支
援
」
を

柱
に
取
り
組
む
こ
と
で
子
供
た
ち

【自分のことが好きですか】

選択肢 ％
①すごく好き ５０
②好き ３２
③少し好き １０
④好きではない ８
※令和２年度７月
①２５％②２６％③２８％
④１６％

【友達が困っていたら助け
ていますか】
選択肢 ％

①よく助ける ４６
②助ける ３８
③時々助ける １３
④助けていない ３
※令和２年度７月
①３８％②３６％③１８％
④３％

も
、
学
校
の
教
職
員
も
共
に
成
長
を

共
有
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
の

成
長
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
具
体

的
な
言
葉
で
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
親
か
ら
自

ら
の
成
長
の
事
実
を
伝
え
ら
れ
た
子

供
の
心
の
中
に
は
、計
り
知
れ
な
い
喜

び
と
充
実
感
が
広
が
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
の

教
育
活
動
に
あ
た
り
、保
護
者
、地
域

の
皆
様
に
ご
支
援
、ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

３月号 港区立本村小学校だより 令和４年３月１日(火)

子
供
の
成
長
を

と
も
に
認
め
よ
う

校
長

山
村

登
洋

本
村
小
学
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だ
よ
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３
月
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学
校
の
リ
ー
ダ
ー
６
年
生

子
供
の
成
長
を
認
め
よ
う

「卒業生」に贈る言葉「卒業生」に贈る言葉
■一番努力した者

が必ず一番の結

果を出すわけでは

ない。しかし、努力をしなければ結果は決して

残すことはできない。（羽生結弦）

■最大の危機は、目標が高すぎて失敗する

ことではなく、低すぎる目標を達成すること

だ。（ミケランジェロ）

■あなたにとって最も大きな冒険はあなたの

夢に生きること。（米国の有名アナウンサー）

■できると思えばできる、できないと思えば

できない。絶対的な法則である。（ピカソ）
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本年度の研究を振り返って② 

研究主任 阿久津 千菜子 

 

前回お伝えしました、本校の研究主題「子供の良

さを伸ばす、認める指導法の工夫」への取組の振り

返りの続きです。 

【自己存在感について】 

○行事や委員会活動の後に、他学年や教員から全 

校朝会や動画などを通して児童にフィードバック 

する機会を意図的に設定しました。「がんばってよ 

かった」「次回もやってみたい」といった意欲の向 

上につなげることができました。 

○「不思議のタネ」を掲示することで、自分が問い 

を創り、自ら解決する達成感をもつことができる

ようになってきました。 

○学校の課題を「自己存在感」と捉え、担任が学年 

ごとに課題となる項目を明確にし、手だてを講じ 

ることにより、児童アンケートの肯定的な回答の 

数値が増加しました。 

【自己肯定感について】 

○学級会や委員会活動、クラブ活動などで児童一 

人一人が認められる機会を積極的につくることで

児童の自己肯定感を高めることができました。 

○「すてきな行動マトリクス」にできたことシールや

花が増えたことで達成感をもつ児童が増えまし

た。 

○ハンドサインなど、他者から認めてもらうことによ

って、自分に対しての肯定的な感情をもつことが

できるようになりました。 

○問いが書かれた付箋を掲示することで、自分が

自我関与した成果物が大切なものであるというこ

とを児童が実感することができました。 

今後も、学校とご家庭と連携しながら、児童の自 

己肯定感の向上と自己指導能力の育成に取り組 

んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業と進級を祝う会 

若竹学級 学年主任 下田 あゆみ 

 

若竹学級では、毎年 1年のしめくくりに、「卒業と

進級を祝う会」を行います。会の中では、グループに

分かれてリコーダーや合奏、ボール運動、ダンス、タブ

レットを使った発表など、学習や生活でできるようにな

ったことを発表します。さらに在校生は卒業生にメッセ

ージを送り、6年生も卒業の決意を歌や言葉で発表し

ます。最後は若竹学級全員で「和太鼓」を演奏しま

す。 

学級全員で心を一つにして力いっぱい太鼓を叩きま

す。子どもたちは、この会

を通して自分達の成長に

自信をもち進級、進学へ

の思いを新たにしていま

す。 

 

お知らせ 

6年生を送る会 

特別活動委員会 松本憲明 

3 月 12 日（土）に「６年生を送る会」が行

われます。今年はコロナ感染症対策として、分

散型の実施となります。各学年が卒業する６年

生に向けて感謝と中学校への応援の気持ちを

込めて出し物をし、6 年生は卒業する喜びと、

中学への決意を下級生に向けて述べ、合奏を披

露します。また、「6 年生を送る会」の中で６

年生から５年生へ本校の最高学年への役割を

引き継ぐ校旗の引き継ぎ式も行います。思い出

に残る時間になるように各学年、準備・練習に

取組んでいます。 

 

 

 

 
卒 業 お め で と う 
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６年生の様子 

     担任 田島 美希 

 卒業まで残り１８日となりました。卒業式

に向けて練習を開始しています。   

そんな６年生は学習のまとめをしたり休み

時間に幼稚園生と一緒に遊んだり昨年できな

かった調理実習を行ったりと、様々なことに

チャレンジしています。 

 本村小学校で過ごす 

時間を大切にみんなで 

仲良く思い出をつくっ 

ていきたいと思います。 

卒業に向けて 

     卒業対策委員会 玉木直人 

 卒業式に向けて、６年生と５年生は、リコ

ーダーや合唱の練習に励んでいます。音楽室

の活動が制限されているため、広いスペース

のランチルームで活動しています。 

 授業中、学校内に響き渡る音色を聞いてい

ると、日々の成長を感じます。卒業式が実施

できるように、対策を講じて万全な体制で取

り組んでいきます。 

代表委員会 

     担当 塚本 紗季 

クラブ見学 

     担当 早山 実花 

 １月２１日（金）の６時間目に、３年生が

クラスごとにクラブ見学をしました。今年度

は、１１種類もあるクラブを見学し、来年度

どんなクラブに入ろうか熱心に考えていまし

た。また、子供たちの日記からは、クラブの

イメージができたことだけでなく、「みんな

で協力していてすごかった。」「様々な学年の

人たちで楽しそうに活動していて、よりクラ

ブが楽しみになった。」などと感想を書いて

いました。来年度のクラブが楽しみになりま

した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

 

 今年度、代表委員会では新しい取り組みにチャ

レンジしてきました。 

 前期では、コロナ禍を乗り切ることができるよ

う、みんなの心が明るくなる取り組みとして、付箋

で地球をつくる活動を企画しました。子供たち一

人ひとりの思いが付箋に書かれ、それが一つの

形になり、子供たちも完成を喜んでいました。 

後期では、本村小の人権課題を真剣に話し合

いました。タブレットを使ってのアンケート結果を

伝え、学校全体に問題を問いかけるきっかけをつ

くってくれました。 

 代表委員会の子供たちが自分達の学校をより

よくするために出した考えや思いが全校に届き、

広がっていくことを願っています。 
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１ 火 朝読書 安全指導 

4 時間授業（校内会議のため） 

 ２ 水 特別時程６時間 6年生保護者会【15：00～】 

３ 木 学級指導 

４ 金 全校読み聞かせ  

謝恩会【１～5年生は給食後下校】 

５ 土  

６ 日  

７ 月 全校朝会【分散／4，5，6 年生】 

なかよし班清掃 1 組 

保護者会【４，5 年生 15：00～】 

８ 火 朝読書 若竹学級進級を祝う会 

なかよし班清掃 2 組 

保護者会【１～３年生，若竹 15：00～】 

９ 水 特別時程 5時間（校内会議のため） 

１０ 木 学級指導 4 時間授業（校内会議のため） 

１１ 金 全校読み聞かせ 

4 時間授業（校内会議のため） 

１２ 土 4 時間授業 6 年生を送る会【分散】 

１３ 日  

１４ 月 全校朝会【分散／1，2，3 年生，若竹学級】 

なかよし班遊び 1 組 

１５ 火 児童集会 なかよし班遊び 2 組 

１６ 水 特別時程６時間 

１７ 木 学級指導 

１８ 金 朝読書 

１９ 土  

２０ 日  

２１ 月 春分の日 

２２ 火 朝読書 卒業式予行 

（6 年生、5 年生代表児童は 6時間、それ以外

は給食後下校） 

２３ 水 特別時程 6時間 通知表配付日【6年生】 

大掃除 給食終 

２４ 木 卒業式 （6年生、5 年生代表児童は授業日、

それ以外は休業日） 

２５ 金 修了式 通知表配付日【1～5 年生】 

２６ 土 春季休業日始【3/26～4/5】 

4/5 火 春季休業日終 

入学式準備【6年生】 

※登校時刻は別途連絡します。 

4/6 水 始業式【2～5 年生】 

（8：15登校、9：20頃下校）） 

入学式【1年生】（10：00～） 

下校時刻のお知らせ   ※予告しないで避難訓練を行います。  
通常時程   ４時間授業  13：10下校予定 

５時間授業  14:30下校予定  

６時間授業  15：20下校予定 

特別時程   ５時間授業  13：10下校予定 

（４０分授業）６時間授業  14:05下校予定 

土曜日     ４時間授業  12：05下校予定 

 

 

 

 

 

 

 

３月の生活指導 

生活指導委員会 

 

 

 

先日、港区の教員研修会の中で、学力が上

がる３つの習慣の話がありました。①挨拶

をする ②時間を守る ③整理整頓をする こ

のうち少なくとも２つを 3 か月以上継続で

きた子供の 93％に学力向上が見られたと

いうことでした。 

1 年間を振り返り、様々な目標を立てて

生活指導をしてきました。生活指導は子供

たちのより良い生活習慣の確立を目指して

いるものです。より良い生活の確立は学力

向上にもつながる効果が期待できるかもし

れません。ご自宅でも確認していただき、

より良い生活の習慣化を目指していただけ

ればと思います。 

春休みは 3 月 26 日（土）～4 月 5 日

（火）です。交通安全、健康に気を付けて過

ごしてください。 

 

        生活指導主任 中西 宏 

 今年度の避難訓練は、地震、火災、不審者等

の対応を想定して行いました。天候やコロナ感

染症対策との兼ね合いで実施方法を変更し、事

前・事後指導をしっかりと行いました。 

警察の方と教職員対象に不審者対応訓練をし

たときには、警察の方から「確認の意味を込め

て訓練をしています。できなくてよいのでしっ

かり確認してください」という話がありまし

た。様々なことを考えて訓練することで、非常

時に対応できることを学びました。 

学校では毎月様々な想定で訓練しています。

同じものはありません。様々な訓練を繰り返す

中で、自分で自分を守る対応ができるように指

導しています。ご自宅でも、避難訓練の様子に

ついてお子さんから話を聞いていただければと

思います。 

1年間の避難訓練 

３月の予定 

 

３月の生活目標 

一年間をふりかえろう 
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